
News of cover

4月1日オープン！！

白水児童センター
　市内で4つ目の児童センターとなる「白水児童セン
ター」が、4月1日にオープンします。
　所在地や施設内部の見取り図など、詳しくは6ペー
ジに掲載しています。
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社会教育課公民館担当の廃止
　公民館担当業務のうち、地区公民館に関する業務を地域づ
くり課地域づくり担当に移管し、地域に対する市の窓口を一
本化します。
　また、他の業務については文化振興課に移管し、事務の効
率化を図ります。

図書館を社会教育課に統合
　社会教育を一体的に推進するため、図書館を社会教育課に
統合します。

主な変更点

■教育委員会事務局
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一部変わります

市の組織

■市長事務局

問い合わせ先　行政管理課
☎（584）1111　5（584）1145

　市民サービスの向上と事務の効率化のため、
４月１日から、市の組織を一部変更します。

「※」印は変更があった課
平成21年度組織図
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活力にあふれる
市民が育つ
社会教育

■生きる力をはぐくむ家庭、地域教育力の向上
　▶家庭教育学級
　▶子育てアップチャレンジプランなど
■未来を切り拓

ひら
く力をはぐくむ活動・体験の推進

　▶アンビシャス広場
　▶マラソン・駅伝大会
　▶歴史体験事業など
■豊かな心、想像する力をはぐくむ読書環境づくりの推進
　▶子ども読書活動推進計画策定
　▶学校図書館支援体制の整備など

生きがいが生まれる
まちづくり

子どもの心とからだを
はぐくむまちづくり

歴史・文化・スポーツに
親しむまちづくり

■文化財の保存・整備と活用
　▶事前調査・発掘調査
　▶遺跡保存・整備
　▶歴史資料館の充実など
■文化芸術活動の振興
　▶春日市文化祭
　▶弥生の里音楽祭
　▶音楽の玉手箱など
■春日市スポーツ振興基本計画
に基づく市民スポーツの振興
▶スポーツレクレーションの
振興

▶スポーツフェスタなど

■ボランティアの育成・活動支援
　▶成人式実行委員会
　▶図書館ボランティアなど
■専門委員・指導委員との連携
　▶お宝文化人
　▶体育指導委員など
■市民の活動・学習の推進
　▶中央公民館事業
　▶お宝文化百選など
■豊かさと生きがいを目指す生涯学
習の推進

　▶社会教育関係団体の育成・支援
▶人権・同和教育に関する研修・啓
発など

■市民図書館を拠点とした読書の街
づくりの推進

　▶資料収集などの基本機能の強化
　▶移動図書館サービスなど

春日市の教育の基本目標
▶幅広い知識と教養を身に付け、豊かな創造性や個
性に富む市民
▶真理と正義を愛し、思いやりと共生の心を持ち、基
本的人権を尊重する市民
▶社会の一員として勤労を重んじ、まちづくりに主
体的に参画する実践力ある市民

▶自然を大切にし、環境の保全に寄与する市民

▶郷土の文化・伝統を守り、ふるさとを愛する市民

▶諸外国の文化・伝統を尊重し、人類の平和と繁栄に
貢献できる市民

※　施策や事業に関する詳しい内容は、市ホームペー
ジで見ることができます。

　 http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

問い合わせ先　教務課庶務給食担当
☎（584）1111　5（584）1153

▲移動図書館車「たんぽぽ号」 ▼音楽の玉手箱　学校コンサート

▲奴国の丘歴史資料館

▼春日市お宝文化人・文化百選PR展
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春日市教育委員会が平成21年度に取り組む主要事業をお知らせします。
地域や保護者の皆さんの支援と協力をお願いします。

次世代を担う
子どもが育つ
学校教育

▲学校運営協議会

■きめ細かな教育指導体制の確立
　▶少人数学級編成（小6学年）の実施
　▶特別支援教育の充実など
■ゆとりある教育環境の創造・施設整備
　▶学校事務共同化の推進
　▶教育環境の整備など

■チャレンジ精神をはぐくむ活動の推進
　▶学力向上プランの推進
▶各種コンクール・大会などへの参
加・応募など

■豊かな人権感覚をはぐくむ活動の推進
　▶基底カリキュラムの活用
　▶副読本「かがやき」などの活用など
■児童生徒の心のサポートの推進
　▶いじめをなくす活動の強化
　▶不登校児童生徒への対応など

■豊かな心をはぐくむ読書活動の推進
　▶学校図書館機能の充実
▶市民図書館・学校図書館ネットワー
クの構築など

■心と体をはぐくむ食育・体づくりの推進
　▶食育の推進
　▶体づくりの推進など

きめ細かでゆとりある
教育環境の創造

児童生徒の生きる力を
はぐくむ環境づくり

■教育行政評価の実施
■「春日市の教育（施策）」策定など

教育委員会事務局

学校運営・改革への支援

■開かれた学校づくり
　▶学校評価制度の導入
▶コミュニティ・スクールの拡充など

■教育委員会の学校支援
　▶教育長出前トークなど
■学校、家庭、地域の連携
　▶校区再編事業の推進
　▶児童生徒の安全確保など

▼コミュニティ報告会より（活動報告）

▼コミュニティ報告会より（調理実習）

平成21年度　春日市の教育平成21年度　春日市の教育
ＥＤＵＣＡＴＩＯＮ　ＫＡＳＵＧＡＥＤＵＣＡＴＩＯＮ　ＫＡＳＵＧＡ
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4つ目の児童センター

白水児童センター
がオープン

ス
ロ
ー
プ

受
付

（バスケットゴール）

事務室 工作室

集会室

テ
ラ
ス

多目的トイレ

エレベーター

男子
トイレ

女子
トイレ

屋外遊技場
（小中高生向け）

（バスケットゴール）

遊戯室
駐
輪
場

駐車場

（バスケットゴール）

屋外遊技場
（幼児向け）

1 階

玄
関

エレベーター

男子
トイレ

女子
トイレ

ローラースケート場

図書室
幼児室

倉庫

吹
き
抜
け

小児用トイレ

２階

授乳スペース
開館時間　午前10時～午後５時
休館日　月曜日、第3火曜日、年末年始（12月29日
～ 1月3日）

住所　天神山1-213
連絡先　1（593）2777　5（593）2801　

問い合わせ先　子育て支援課児童担当　1（573）2431 5（584）7739

▶白水をイメージした噴水
のレリーフを目印に、遊
びに来てください

　４月１日に「須玖児童センター」、「光町児童セン
ター」、「毛勝児童センター」に続く、４つ目の児童
センター「白水児童センター」がオープンします。
　遊戯室や屋外遊技場、工作室、図書室などでは子
どもたちが元気に遊ぶことができます。
　また、幼児室や授乳スペースも整えているので、
乳幼児や保護者の交流の場として利用することが
できます。
　ぜひ遊びに来てください。
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犬
の
注
射
と

登
録
を

忘
れ
ず
に

犬
の
注
射
と

登
録
を

忘
れ
ず
に

犬
の
注
射
と

登
録
を

忘
れ
ず
に

日程 場所 時間

4
月

17日㈮

平田台公民館
午前

  9時20分～10時20分
惣利公民館 10時35分～11時30分
塚原台公民館

午後
  1時20分～  2時10分

松ヶ丘公民館   2時25分～  3時25分

20日㈪

若葉台西公民館
午前

  9時20分～10時20分
小倉公民館 10時35分～11時30分
紅葉ヶ丘公民館

午後
  1時20分～  2時20分

下白水北公民館   2時40分～  3時30分

21日㈫

昇町公民館
午前

  9時20分～10時15分
白水池公民館 10時30分～11時30分
上白水公民館

午後
  1時20分～  2時45分

宝町公民館   3時  5分～  3時35分

22日㈬

光町公民館
午前

  9時20分～  9時40分
若葉台東公民館   9時55分～10時25分
春日公民館 10時40分～11時30分
大谷公民館

午後
  1時20分～  2時15分

春日原公民館   2時35分～  3時35分

日程 場所 時間

5
月

12日㈫

桜ヶ丘公民館
午前

  9時10分～  9時50分
岡本公民館 10時  5分～10時45分
弥生公民館 11時00分～11時30分
下白水南公民館

午後
  1時20分～ 2時20分

泉公民館   2時35分～ 3時35分

13日㈬

春日公園公民館
午前

  9時10分～  9時30分
ちくし台公民館   9時45分～10時45分
浦の原集会場 11時00分～11時30分
天神山公民館

午後
  1時20分～ 2時30分

白水ヶ丘公民館   2時45分～ 3時30分

14日㈭

千歳町公民館
午前

  9時10分～  9時35分
日の出町公民館   9時55分～10時25分
須玖北公民館 10時40分～11時30分
須玖南公民館

午後
  1時20分～ 2時  5分

ふれあい文化センター
第4駐車場   2時20分～ 3時20分

※　雨天時も実施します。なお、住んでいる地区以外の会場でも受
けることができます。

　ペットの飼い方をめぐってさまざまな苦情やトラブルが増えており、飼い主のモラルが問わ
れています。
　例えば、フン害。公園や花壇には、必ずと言っていいほど犬のフンがあります。フンには、サ
ルモネラ菌や大腸菌が常在しており、遊んでいる子どもたちがそれに触れると、食中毒などを引き起こす危険があります。
　「うちの犬くらいならいいだろう」「面倒だ」などと身勝手な理由で放置せず、持ち帰って小石などが混ざらないように
してトイレに流すか、燃えるゴミとして処理してください。
　また、社会には犬が好きな人もいれば、怖いと思う人もいます。散歩の際は必ずリードでつないでください。

散歩のマナーを守りましょう

問い合わせ先　 環境課生活環境担当　☎ (584)1111　　(584)1147

思いやり + しつけ = 愛情
年
１
回
の

狂
犬
病
予
防
注
射

　

狂
犬
病
は
、人
に
も
動
物
に
も
感

染
し
、発
病
す
れ
ば
１
０
０
％
死
に

至
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
中
国
や

ロ
シ
ア
な
ど
で
は
、
今
な
お
発
生
し

て
い
ま
す
。
数
年
前
は
、
海
外
で
犬

に
か
ま
れ
、
帰
国
後
狂
犬
病
を
発
症

し
て
亡
く
な
る
事
例
が
あ
り
ま
し

た
。

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
に
は
、
毎

年
必
ず
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

注
射
料
金　

３
，０
５
０
円（
動
物

病
院
の
場
合
は
異
な
る
）

登
録
し
て
鑑
札
を

　

行
方
不
明
に
な
っ
た
飼
い
犬
が
、

事
故
に
遭
っ
た
り
、
捕
獲
さ
れ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
も

し
も
の
と
き
の
た
め
に
も
、
生
後
91

日
以
上
の
犬
は
、
必
ず
市
に
登
録
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

登
録
す
る
と
、鑑
札
を
交
付
し
ま

す
。
こ
れ
を
犬
の
首
輪
な
ど
に
付
け

て
い
れ
ば
、
す
ぐ
に
飼
い
主
を
捜
し

出
す
こ
と
が
で
き
て
安
心
で
す
。

　

な
お
、
一
度
登
録
す
れ
ば
一
生
有

効
で
す
。
登
録
は
集
団
注
射
の
際
に

も
受
け
付
け
ま
す
。

登
録
手
数
料　

３
，０
０
０
円

※　

他
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た

人
は
、
犬
の
登
録
変
更
も
必
要

で
す
。
市
環
境
課
窓
口
か
、
集
団

注
射
の
際
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
前
住
所
の
市
区
町
村
で

発
行
さ
れ
た
鑑
札
を
持
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
。
持
っ
て
き
て
い
な

い
場
合
は
、
再
発
行
手
数
料（
１
，

６
０
０
円
）
が
必
要
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。



public infomation from KASUGA city
市からの

お知らせ
　「市からのお知らせ」をはじめ、市報に掲載した記事は、
市報の発行日（毎月1日と15日）以降、市ホームページの

「お知らせ」にも載せます。
　そのほか、市報に掲載していない情報もありますので、
ぜひ利用してください。
市ホームページアドレス　http://city.kasuga.fukuoka.jp

長
寿（
後
期
高
齢
者
）医
療
制

度
の
平
成
21
年
度
保
険
料

に
つ
い
て
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保
険
料

　

被
保
険
者
が
支
払
う
保
険
料

は
、均
等
割
額
と
所
得
割
額
に

よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

　

な
お
、平
成
21
年
度
の
保
険

料
算
出
方
法
は
昨
年
度
と
同
様

で
す
。

保
険
料
＝【
均
等
割
額

（
5
万
９
３
５
円
）】+

【
所
得
割
額（
総
所
得

金
額
等
ー
基
礎
控
除
額

（
33
万
円
））×
所
得
割

率（
９・
24
％
）】

保
険
料
の
納
付
方
法

　

保
険
料
は
、原
則
と
し
て
年

金
天
引
き（
特
別
徴
収
）で
す

が
、年
金
の
額
な
ど
に
よ
っ
て

は
、納
付
書
や
口
座
振
替
で
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、年
金
天
引
き
の
対
象

と
な
る
人
も
、口
座
振
替
へ
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。変

更
を
希
望
す
る
場
合
は
、市
国

保
年
金
課
医
療
担
当
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※　

口
座
振
替
へ
変
更
後
、年

金
天
引
き
が
中
止
さ
れ
る
ま

で
に
、２
カ
月
ほ
ど
か
か
り

ま
す
。

　

ま
た
、口
座
か
ら
の
振
替

不
能
が
続
く
と
き
は
、年
金

天
引
き
に
戻
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
軽
減

　

世
帯
所
得
が
一
定
の
基
準
以

下
の
人
や
長
寿
医
療
制
度
加
入

日
の
前
日
に
お
い
て
、被
用
者

保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人

に
つ
い
て
は
、保
険
料
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

　

◆
均
等
割
額
の
軽
減

　
　
　

下
表
の
と
お
り

　

◆
所
得
割
額
の
軽
減

　

公
的
年
金
収
入
額
が

２
１
１
万
円
ま
で
の
人
な

ど
、平
成
20
年
中
の
総
所
得

金
額
等
が
91
万
円
以
下
の
人

は
、平
成
20
年
度
と
同
様
に

所
得
割
額
が
５
割
軽
減
さ
れ

ま
す
。

◆
長
寿
医
療
制
度
加
入
日
の
前

日
に
、被
用
者
保
険
の
被
扶

養
者
で
あ
っ
た
人
の
保
険
料

軽
減

　

長
寿
医
療
制
度
加
入
日
か

ら
２
年
間
は
保
険
料
の「
所

得
割
」の
負
担
は
な
く
、平
成

21
年
度
は「
均
等
割
」が
９
割

軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、平
成
20
年
度
の
保

険
料
の
支
払
い
は
10
月
か
ら

で
し
た
が
、平
成
21
年
度
は

４
月
か
ら
の
支
払
い
に
な
り

ま
す
。こ
れ
に
伴
い
、支
払
額

は
、年
額
２
，５
４
０
円
か
ら

年
額
５
，０
９
０
円
に
な
り

ま
す
。

※　

被
用
者
保
険
と
は
、全
国

健
康
保
険
協
会
管
掌
保
険
、

組
合
管
掌
健
康
保
険
、船
員

保
険
、共
済
組
合
を
指
し
ま

す
。国
民
健
康
保
険
・
国
民
健

康
保
険
組
合
は
該
当
し
ま
せ

ん
。

　

詳
し
く
は
、市
国
保
年
金
課
医

療
担
当
ま
た
は
福
岡
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合（
（
６
５
１
）

３
１
１
１
）に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

平成21年度保険料のお知らせ
長寿（後期高齢者）医療制度

国保年金課 医療担当　1（584）1111 5（584）1141

■均等割額の軽減内容

軽減割合 軽減後の
均等割額（年額）

同一世帯内の被保険者と世帯主の軽減対象所得金
額（注）の合計額

9割軽減 5,093円 【33万円（基礎控除額）】以下で、かつ、【被保険者全員
が年金収入80万円以下（その他各種所得がない）】

7割軽減 1万5,280円 【33万円（基礎控除額）】以下

5割軽減 2万5,467円 【33万円（基礎控除額）+24.5万円×被保険者（世帯
主を除く）数】以下

2割軽減 4万748円 【33万円（基礎控除額）+35万円×被保険者数】以下

※　平成20年度は、国の見直しに基づき、７割軽減対象者の軽減割合が８.5割に
拡大されました。平成21年度は、８.5割軽減の適用を受けた人で前年中の所得
状況と変動がない場合でも、９割軽減か７割軽減のどちらかが適用されます。

【注】軽減対象所得金額とは、基本的に総所得金額等と同じですが、公的年金等収
入の場合、「公的年金等収入－公的年金等控除－15万円」となるなど、例外が
あります。
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電
柱
や
街
路
灯
、ガ
ー
ド

レ
ー
ル
な
ど
に
あ
る
チ
ラ

シ
の
ほ
と
ん
ど
は
違
法
な
広
告
物

で
す
。こ
の
違
反
広
告
物
は
、生
活

道
路
ま
で
氾は
ん
ら
ん濫
し
、街
の
景
観
を

損
ね
る
だ
け
で
な
く
、青
少
年
へ

の
悪
影
響
も
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
市
は
、良
好
な
都
市
景

観
の
創
出
を
図
る
た
め
、チ
ラ
シ

な
ど
の
違
反
広
告
物
の
除
去
活
動

に
協
力
し
て
も
ら
え
る
無
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

市
内
居
住
者
か
、市
内
に

通
勤
・
通
学
す
る
18
歳
以

上
の
人

※　

2
人
以
上
の
団
体
で
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

活
動
内
容　
団
体
ご
と
の
活
動
計

画
に
そ
っ
た
違
法
広
告
物

の
除
去
と
、違
反
広
告
物

の
引
き
渡
し
・
活
動
報
告

活
動
開
始
時
期　
６
月
〜

応
募
方
法　

４
月
30
日
㈭
ま
で

に
、都
市
計
画
課（
市
役
所

3
階
）に
あ
る
申
請
書
を

提
出
す
る

※　

申
請
書
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
印
刷
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

な
お
、申
請
者
に
は
、後
日
講

習
会
を
行
い
、登
録
員
証
や
腕

章
、除
去
用
具
な
ど
を
配
布
し

ま
す
。

応
募
先　
都
市
計
画
課
計
画
担
当

春日市違反広告物追放登録員を募集
きれいなまちを守るため

都市計画課 計画担当　1（584）1111 5（584）1143

地
域
の
安
全
安
心
を
市
民
の
皆
さ

ん
の
力
で
実
現
し
て
い
く
た
め

の
取
り
組
み
で
す
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

総
合
情
報
メ
ー
ル

　

防
犯
・
防
災
情
報
を
中
心
に
、11
分
野

の
行
政
情
報
の
中
か
ら
希
望
す
る
情
報

（
複
数
選
択
可
）を
個
人
の
携
帯
電
話
や

パ
ソ
コ
ン
に
メ
ー
ル
で
配
信
す
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

　

不
審
者
情
報
の
ほ
か
、子
育
て
情
報

や
健
康
情
報
な
ど
の
行
政
情
報
を
手
軽

に
入
手
で
き
る
と
好
評
で
す
。

　

現
在
の
登
録
者
数
は
約
６
，３
０
０

人
で
す
。

登
録
方
法　
次
の
ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー

ル
を
送
信
し
、返
信
さ
れ
て
く

る
メ
ー
ル
に
書
き
込
ま
れ
た
Ｕ

Ｒ
Ｌ
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
登
録

フ
ォ
ー
ム
を
呼
び
出
し
、画
面

の
指
示
に
従
っ
て
入
力
す
る

送
信
先
ア
ド
レ
ス

ke-as-anzen@
ansinkasuga.jp

※　

パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
メ
ー
ル
を
拒
否

し
て
い
る
人
は
、ま
ず
メ
ー
ル
を
受

信
で
き
る
設
定
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ド
メ
イ
ン
指
定
を
選
択
す
る
場
合
の

ド
メ
イ
ン
は
、「ansinkasuga.jp

」

で
す
。

　

な
お
、携
帯
電
話
か
ら
次
の
携
帯

電
話
用
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で

「
配
信
登
録
の
ご
案
内
」か
ら
も
登
録

で
き
ま
す
。

つ
い
で
隊

　

散
歩
や
買
い
物
の「
つ
い
で
」に
、個

人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ま
ち
を
見

守
っ
て
も
ら
う
と
い
う
筑
紫
地
区（
春

日
市
、大
野
城
市
、太
宰
府
市
、筑
紫
野

市
、那
珂
川
町
）統
一
の
取
り
組
み
で

す
。

　

現
在
の
春
日
市
の
登
録
者
数
は
約

３
，４
０
０
人
で
す
。

登
録
方
法　

地
域
づ
く
り
課（
市
役
所

４
階
）か
最
寄
り
の
公
民
館
で

登
録
申
込
書
を
提
出
す
る

※　

登
録
後
、腕
章（
無
料
）を
お
渡
し

し
ま
す
。た
だ
し
、公
民
館
で
の
申
込

の
場
合
は
、後
日
公
民
館
で
お
渡
し

し
ま
す
。

　

な
お
、腕
章
以
外
に
ワ
ッ
ペ
ン

（
２
０
０
円
）も
あ
り
ま
す
。詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

総合情報メール・ついで隊の登録者を募集
安全安心な生活を守るため

地域づくり課 地域づくり担当　1（584）1111 5（584）1153

現在の推進員による活動です。
街の景観を守るため、ぜひ協力してください。
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市
は
、国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
を
設

置
し
、年
３
回
程
度
の
会
議
で
委
員
か

ら
出
さ
れ
た
助
言
に
基
づ
き
、国
民
健
康
保
険
事

業
の
運
営
に
関
す
る
事
項
を
審
議
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
と
な
り
、被
保
険
者
を
代
表
し
て
積
極

的
に
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
取
り
組
ん

で
も
ら
え
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
関

心
が
あ
り
、市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以

上
の
春
日
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

（
春
日
市
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
）

任
期　

８
月
１
日
〜
平
成
23
年
７
月
31
日（
２

年
間
）

募
集
人
員　
３
人

選
考　
書
類
審
査
の
上
、面
接（
日
時
は
本
人
に

通
知
）

応
募
方
法　

４
月
30
日
㈭（
必
着
）ま
で
に
、申

込
書
と
小
論
文（
テ
ー
マ「
国
民
健
康
保

険
」、１
，２
０
０
字
程
度
）を
提
出
す
る

（
郵
送
可
）

※　

申
込
書
は
国
保
年
金
課（
市
役
所
１
階
）に

あ
り
ま
す
。

応
募
先　

国
保
年
金
課
国
保
担
当（
〒
816
−

８
５
０
１
春
日
市
役
所
）

春日市国民健康保険運営協議会の委員を募集
健全な国保運営を目指して

国保年金課 国保担当　1（584）1111 5（584）1141

同協議会の構成

被保険者を代表する委員 3人

保険医または保険薬剤師
を代表する委員 3人

公益を代表する委員 3人

被用者保険等保険者を代
表する委員 1人

日
常
生
活
の
便
宜
を
図
る
た
め
、障

害
者
に
対
し
て
給
付
を
行
っ
て
い

る
日
常
生
活
用
具
に
つ
い
て
、４
月
１
日

か
ら
対
象
品
目
の
追
加
や
対
象
者
の
拡
大

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

給
付
を
受
け
る
に
は
、事
前
の
申
請
が

必
要
で
す
。ま
た
、所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
、詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

火
災
警
報
器
を
給
付
対
象
品
目
に
追
加

対
象
者　

聴
覚
障
害
２
級
で
、火
災
発

生
の
感
知
お
よ
び
避
難
が
著
し

く
困
難
な
在
宅
の
人（
聴
覚
障

害
者
の
み
の
世
帯
ま
た
は
こ
れ

に
準
ず
る
世
帯
に
限
る
）

給
付
対
象
者
を
拡
大

対
象
品
目・拡
大
後
の
対
象
者

▽
ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー（
吸
入
器
）・
電
気
式

た
ん
吸
引
器

　

呼
吸
器
機
能
障
害
３
級
以
上
ま
た
は

手
帳
に
記
載
の
同
程
度
の
身
体
障
害

に
よ
り
医
師
が
必
要
と
認
め
た
人

▽
人
工
喉
頭

　

喉
頭
を
全
摘
出
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
、手
帳
に
記
載
の
身
体
障
害
の
程

度
が
音
声
機
能
喪
失
の
人（
笛
式
の

場
合
は
、医
師
の
処
方
に
よ
り
使
用

が
認
め
ら
れ
た
人
）

ス
ト
ー
マ
装
具
の
給
付
対
象
品
目
を
拡
大

拡
大
後
の
対
象
品
目　
ス
ト
ー
マ
用
品

（
付
属
品
）に
つ
い
て
全
13
品
目

障害者の日常生活用具
対象品目の追加などを行います

福祉支援課 障害担当　1（584）1111 5（584）3090

妊
婦
健
康
診
査
の
補
助
回
数
が
、4

月
１
日
以
降
、従
来
の
５
回
か
ら

10
回
に
増
え
ま
す
。

　

４
月
１
日
現
在
妊
娠
中
の
人
に
は
、現

在
持
っ
て
い
る
未
使
用
の
補
助
券
の
交
換

と
、追
加
補
助
券
の
交
付
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、出
産
予
定
日
が
４
月
１
日
以
降

の
人
に
は
、３
月
末
に
追
加
補
助
券
交
付

の
案
内
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

※　

案
内
が
届
い
て
い
な
い
人
は
、健
康

課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

妊婦健康診査
補助回数が増えます

健康課　1（501）1134 5（501）0051
要約筆記者派遣事業

利用してください

福祉支援課 障害担当　1（584）1111 5（584）3090

聴
覚
障
害
者
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
支
援
を
よ
り
一
層
充
実
さ

せ
る
た
め
、従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
手

話
通
訳
者
の
派
遣
事
業
に
加
え
、４
月
１

日
か
ら
、新
た
に
要
約
筆
記
者
の
派
遣
事

業
を
行
い
ま
す
。

※　

手
話
通
訳
者
と
要
約
筆
記
者
の
登
録

も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。　
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国民年金学生納付特例
平成21年度申請受付を始めます

国保年金課 年金担当　1（584）1111 5（584）1141

学
生
で
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
人
は
、「
学
生
納
付
特
例
」

と
し
て
国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
期
間
は
、老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
、

万
が
一
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
を
受
け
る
と
き
に
必
要
な
受
給
資

格
期
間
と
し
て
も
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、将
来
受
け
取
る
年
金
額
に

反
映
さ
せ
る
た
め
に
は
、10
年
以
内
に

保
険
料
を
納
め
る
こ
と（
追
納
）が
必
要

で
す
。ま
た
、学
生
納
付
特
例
の
承
認
を

受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て

３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合（
例

え
ば
平
成
21
年
度
中
に
承
認
を
受
け
、

24
年
度
以
降
に
追
納
す
る
よ
う
な
場

合
）は
、承
認
を
受
け
た
当
時
の
保
険
料

額
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上

乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
を
受
け
る
に
は
、毎

年
申
請
が
必
要
で
す
。平
成
21
年
度
分

（
４
月
〜
平
成
22
年
３
月
）は
、４
月
か

ら
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書

▽
年
金
手
帳

▽
印
鑑（
本
人
が
手
続
き
を
す
る
場
合

は
不
要
）

申
請
先　
国
保
年
金
課
年
金
担
当

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
と
若
葉
台
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
事
前
予
約
受
付
を
始
め
ま
す
。

予
約
受
付
開
始
日　
４
月
15
日
㈬

予
約
利
用
開
始
日　
５
月
１
日
㈮

※　

４
月
中
は
、予
約
し
て
利
用
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

予
約
方
法　
利
用
希
望
日
の
前
月
の
15
日
以

降
、窓
口
で
申
請
す
る（
電
話
予
約
不

可
）

申
請
先　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
受
付
窓

口（
大
谷
６
−28
）

コート利用の予約受付を始めます
市民スポーツセンターテニスコート・若葉台中央公園テニスコート

スポーツ課　1（571）3234 5（585）1634

利用時間（2時間まで） 利用料金（1時間あたり）

市民スポーツセンター
テニスコート 午前9時〜午後9時 ▷クレイテニスコート　 420円

▷人工芝テニスコート　609円

若葉台中央公園
テニスコート

▷6月1日〜8月31日
　午前9時〜午後7時
▷9月1日〜5月31日
　午前9時〜午後5時

420円

※1　毎月第３火曜日、年末年始（12月28日〜翌年１月４日）は休場
※2　利用料合計に10円未満の端数が生じたときは、その端数は切り捨て
※3　市民または市内の事業所に勤務する人以外の人の使用料は倍額

定額給付金の郵送申請を受付中
申請書が届いたら返信用封筒で郵送を

行政管理課 定額給付金事業担当　1（584）1555 5（584）1777

定
額
給
付
金
の
給
付
は
、住
民
の
生
活
支

援
や
地
域
の
経
済
対
策
を
目
的
に
行
わ

れ
ま
す
。

　

市
は
、３
月
下
旬
か
ら
対
象
者
に
申
請
書
な

ど
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。郵
便
が
届
き
ま
し
た

ら
、申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、本
人
確
認

が
で
き
る
証
明
書
の
コ
ピ
ー
と
通
帳
の
コ
ピ
ー

を
添
え
て
、返
信
用
封
筒
で
市
役
所
に
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、申
請
書
の
窓
口
受
付
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。郵
送
に
よ
る
申
請
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

給
付
対
象　
２
月
１
日
の
時
点
で
春
日
市
に
住

民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
を
し
て
い

る
市
民

給
付
額　
一
人
１
万
２
，０
０
０
円

※　

18
歳
以
下
の
人
と
65
歳
以
上
の
人
の
給
付

額
は
２
万
円
で
す
。

給
付
方
法　
口
座
振
込

※　

申
請
書
な
ど
の
発
送
物
中
に
、子
育
て
応
援
特

別
手
当
に
関
す
る
チ
ラ
シ
も
同
封
し
て
い
ま
す
。

春日市公共下水道事業の
汚水事業継続を決定しました
　市は、下水道事業のうち汚水事業に
ついて、平成20年度に事業の効率性と
透明性を向上させるため再評価を行
い、「春日市都市計画審議会」に事業内
容の見直しや事業の必要性などについ
て諮りました。
　その結果、今後も社会情勢を的確に
分析し、時期をとらえた計画の見直し
を通じながら、効率的に事業を継続し
ていくことを決定しました。
　内容などについて、詳しくは問い合
わせてください。
問い合わせ先　下水道課施設担当
　　 （584）1111　 （584）1143
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〜まちの話題や人の紹介〜

　2月28日、春日中学校3年生の山
やまさき
𥔎杏

あ ん な
菜さんが、地域社会への貢献

などの奉仕活動を行っている国際ソロプチミスト春日から「ヴァイオ
レット・リチャードソン賞」を受賞しました。
　同賞は、地域や学校でのボランティア活動に従事する14歳から17
歳の女性に贈られるもの。山崎さんは、春日西中学校ボランティア隊の
リーダーとして、地域のごみ拾いや、地域小学生や高齢者との交流な
ど、さまざまなボランティア活動に参加しており、このことが認められ
たものです。
　4月から高校生になる山崎さんは、受賞の喜びをかみしめながら、
「ありがとうと言われたときは本当に嬉しいです。これからもボラン
ティア活動を続けていきたいです」と、今後について語りました。

春日西中学校 3 年生　山𥔎杏菜さん
ヴァイオレット・リチャードソン賞を受賞

グリーンサンタが来校
白水小学校卒業記念樹植樹式

　3月4日、白水小学校平成20年度卒業記念行事（家電
メーカー主催）で、卒業記念樹の植樹式がありました。
これは、児童自らが苗木を植えて成長を見守ることで、
生命の大切さを感じてほしいという思いを込めて行わ
れたものです。
　当日は、環境先進国のデンマークから「グリーンサン
タ（デンマーク環境親善大使）」が来校。卒業生は、サン
タと一緒に桜の苗木を植え、「桜の下で」を合唱しまし
た。　　　　　　　　　（広報レポーター　浦

うら
　晃

あき え
榮）

春日北中学校の生徒 3 人が表彰されました
筑紫地区少年愛護連盟 善行者表彰式

　模範行動をとった筑紫地区内の児童・生徒をたたえる「平成
20年度後期善行者表彰式」が2月26日、太宰府中央公民館で行
われ、春日北中学校の生徒3人が下記の理由で表彰されました。
▷佐

さ え き
伯優

ゆ い
衣さん（中1）、山

やまうち
内映

え み
見さん（中1）

雪が降る中、お婆さんが倒れているのを見つけ、介抱した後、
自宅まで送り届けた。
▷野

の み や ま
見山眞

まさゆき
行さん（中3）

休みがちの同級生の家を登下校時に毎日のように訪れ、本人
の登校意欲を高めた。▲左から野見山さん、佐伯さん、山内さん

▲山崎さんとボランティア隊指導教諭の萩尾ひ
とみ先生
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春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー 

「
ぶ
ど
う
の
庭
」か
ら
の
お
知
ら
せ

　

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ

う「
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
」と
し
て
開
放

し
て
い
ま
す
。

○
子
ど
も
の
居
場
所（
自
由
遊
び
）

日
時　

毎
週
月
曜
日

午
後
３
時
30
分
〜
５
時
30

分（
冬
場
は
午
後
５
時
ま

で
）

○
子
ど
も
遊
び
の
広
場（
も
の
作
り
や

手
作
り
マ
ジ
ッ
ク
、折
り
紙
な
ど
の

昔
遊
び
）

日
時　

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分

○
み
ん
な
の
居
場
所（
誰
で
も
気
楽
に

交
流
で
き
る
場
）

日
時　

第
２
月
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

新
年
度
会
員
募
集

春日市役所
1（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

　

同
セ
ン
タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」は
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
市
民
活
動
と
交
流
の
拠
点
で
す
。

　

新
年
度
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー「
ぶ
ど

う
の
庭
」（
須
玖
北
５
ー
１
５
５
）

（
５
８
９
）３
３
８
８

（
５
８
９
）３
３
９
９

h
ttp

://w
w

w
2

.c
sf.n

e
.jp

/
~m

achicen/

第
22
回 

グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
は
、毎
年
恒

例
の
緑
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。新

緑
の
季
節
、緑
に
触
れ
て
健
や
か
な
時

間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時　

５
月
10
日
㈰

午
前
９
時
45
分
〜
午
後
３
時
10

分

場
所　

同
セ
ン
タ
ー（
久
留
米
市
田
主

丸
町
益ま
す
お
だ

生
田
１
１
２
５
）

内
容　

▽
地
域
活
動
サ
ー
ク
ル
発
表
会

▽
地
域
材
木
工
品
の
展
示
と
木

工
体
験
▽
地
域
特
産
物
の
展

示
・
販
売
▽
子
ど
も
樹
木
探
偵

団
▽
緑
の
ス
ケ
ッ
チ
大
会
な
ど

○
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
バ
ス
ハ
イ

ク
参
加
者
募
集

う
き
は
市
内
で
森
林
・
林
業
・
林
産

業
の
現
場
を
見
学
し
ま
す
。

参
加
は
無
料（
昼
食
持
参
）で
す
。

時
間

▽
一
便　

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
２

時
30
分

▽
二
便　

午
前
11
時
40
分
〜
午
後
２

時
40
分

※　

20
分
前
ま
で
に
集
合
し
て
く
だ

さ
い
。

定
員　

各
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

４
月
15
日
㈬
〜
５
月
５

日
㈫（
月
曜
日
定
休
）に
電

話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

０
９
４
３（
７
２
）１
１
９
３

０
９
４
３（
７
２
）１
５
５
８

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ 

夜
間
限
定
回
数
券
を
発
行
中

　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
の
ア
リ
ー
ナ
棟

体
育
施
設
が
利
用
で
き
る
夜
間
限
定
回

数
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

販
売
価
格（
11
枚
つ
づ
り
）

▽
一
般　

１
，８
０
０
円

▽
中
学
生　

１
，０
０
０
円

▽
小
学
生　

９
０
０
円

利
用
可
能
時
間　

午
後
８
時
〜
９
時

利
用
可
能
施
設　

占
有
利
用
が
入
っ
て

い
な
い
施
設（
プ
ー
ル
、ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、ア
ー
チ
ェ

リ
ー
場
、卓
球
室
）

問
い
合
わ
せ
先　

㈶
福
岡
県
地
域
福
祉

財
団
施
設
利
用
課

（
５
８
４
）１
２
１
２

（
５
８
４
）１
２
１
４

白
水
大
池
公
園
コ
ー
ス
を
歩
こ
う 

健
康
ウ
ォ
ー
ク

　

ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー（
運
動
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）と
一
緒
に
楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
し
ま
せ
ん
か
。体
力
に
合
わ
せ

て
７
㎞
と
４
．５
㎞
の
２
コ
ー
ス
か
ら

選
べ
ま
す
。

日
程　

４
月
14
日
㈫（
小
雨
決
行
）

時
間　

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

（
受
付　

午
前
９
時
〜
）

集
合
場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階
ロ

ビ
ー（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

※　

タ
オ
ル
・
水
筒
・
帽
子
を
持
っ
て
、

歩
き
や
す
い
服
装
、運
動
靴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

介
護
予
防
教
室 

転
ば
ん
塾
参
加
者
募
集

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
が
、や

や
虚
弱
傾
向
に
あ
り
、体
力
に
自
信
が

な
く
な
っ
て
き
た
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
教
室
で
す
。

健
康
運
動
指
導
士
が
転
倒
予
防
の
た

め
の
運
動
実
技
指
導
を
行
い
ま
す
。

対
象　

次
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
の
う
ち
、

「
３
つ
以
上
に
該
当
」す
る
体
力

度
の
人

※　

事
前
に
面
接
を
行
い
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
項
目

▽
階
段
を
手
す
り
や
壁
を
使
わ
な
い
と

昇
れ
な
い
。

▽
い
す
か
ら
立
ち
上
が
る
と
き
は
、何

か
に
つ
か
ま
ら
な
い
と
立
ち
上
が
れ

な
い
。

▽
15
分
続
け
て
歩
け
な
い
。

▽
１
年
以
内
に
転
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。

▽
転
倒
に
対
す
る
不
安
が
大
き
い
。

日
程　

４
月
21
日
〜
６
月
30
日
の
毎
週

火
曜
日（
計
10
回
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

※　

市
が
対
象
と
認
め
た
人
の
み
、送

迎
サ
ー
ビ
ス（
一
回
１
０
０
円
）を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

参
加
費　

一
回
２
０
０
円

申
込
方
法　

４
月
17
日
㈮
ま
で
に
、電

話
な
ど
で
申
し
込
む

※　

体
験
利
用
も
で
き
ま
す
。事
前
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１
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▽
特
別
会
員　

３
万
円

▽
法
人
会
員　

５
，０
０
０
円

加
入
方
法　

会
費
を
持
参
し
、申
し
込

む（
郵
便
振
込
可
）

申
込
先

▽
各
地
区
公
民
館

▽
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
ナ
ギ
の
木
苑
」

（
下
白
水
１
０
４
ー
13
）

▽
同
協
議
会（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

※　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会
地
域
福
祉

　

課

（
５
８
１
）７
２
２
５

（
５
８
１
）７
２
５
８

第
５
回 

成
年
後
見
人
講
座

　

後
見
人
と
し
て
の
心
構
え
や
仕
事
内

容
、後
見
人
で
も
で
き
な
い
こ
と
、や
っ

て
は
い
け
な
い
こ
と
な
ど
を
分
か
り
や

す
く
お
話
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料（
要
予
約
）で
す
。

対
象　

後
見
人
と
な
っ
た
人
や
、こ
れ

か
ら
な
る
予
定
の
人

日
時　

４
月
18
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

電
気
ビ
ル
５
号
会
議
室（
福
岡

市
中
央
区
渡わ
た
な
べ
ど
お
り

辺
通
２
ー
１
ー

82
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

㈳
成
年
後
見

セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー

ト
福
岡
支
部
事
務
局

（
７
３
８
）１
６
６
６

（
７
３
８
）１
６
６
０

※　

申
込
書
な
ど
は
、市
福
祉
支
援
課

（
市
役
所
１
階
）と
福
祉
ぱ
れ
っ
と
館

（
小
倉
３
ー
２
４
２
ー
１
）に
あ
り
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
支
援
課

　

障
害
担
当

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）３
０
９
０

養
育
費
の 

電
話
相
談

　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、母
子
家
庭
の
母
ま

た
は
離
婚
協
議
中
の
人
を
対
象
に
、養

育
費
の
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
平
日
の
み
）

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

（
５
８
４
）３
９
３
１

（
５
８
４
）３
９
２
３

春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会 

平
成
21
年
度
福
祉
会
員
募
集

　

同
協
議
会
の
、福
祉
会
員
を
募
集
し

ま
す
。

　

会
費
は
、地
域
福
祉
活
動
や
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
充
実
の
た
め
に
活

用
さ
れ
ま
す
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
の
実
現
の
た
め
、ぜ
ひ
加
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

会
費（
一
口
）

▽
一
般
会
員　

１
，２
０
０
円

▽
賛
助
会
員　

１
万
円

手
話
通
訳
者
を
目
指
し
ま
せ
ん
か 

入
門
手
話
講
習
会

　

聴
覚
障
害
者
の
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
あ
る｢
手
話｣
を
学

び
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
す
る
人

※　

受
講
後
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
で
き
る
人
に
限
り
ま
す
。

日
時　

５
月
８
日
〜
10
月
30
日
の
毎
週

金
曜
日（
８
月
14
日
を
除
く
・
計

25
回
）

　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
視
聴
覚
室

（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

受
講
料　

１
，２
０
０
円（
テ
キ
ス
ト

代
）

定
員　

40
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

４
月
20
日
㈪
必
着
ま
で

に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、

住
所（
市
外
居
住
者
は
勤
務
先
・

学
校
名
も
）、氏
名（
ふ
り
が

な
）、年
齢
、電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

番
号
、受
講
動
機
を
書
い
て
送

る

※　

受
講
の
可
否
は
、４
月
30
日
㈭
ま

で
に
通
知
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
支
援
課

障
害
担
当（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）３
０
９
０

参
加
者
募
集 

障
害
者
水
泳
教
室

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
す
る
18
歳
以
上
の
身
体
障
害

者
・
知
的
障
害
者

日
程　

４
月
23
日
〜
平
成
22
年
３
月
25

日
の
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日（
12

月
24
日
を
除
く
）

※　

８
月
と
２
月
は
第
１
・
３
木
曜
日

に
行
い
ま
す
。

時
間　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル（
大
谷
６
ー
28
）

参
加
費　

無
料（
別
途
、毎
回
プ
ー
ル
利

用
料
２
１
０
円
が
必
要
）

定
員　

30
人

※　

申
込
多
数
の
場
合
、初
め
て
参
加

す
る
人
を
優
先
し
て
抽
選
し
ま
す
。

申
込
方
法　

４
月
９
日
㈭
ま
で
に
、申

込
書
と
健
康
チ
ェ
ッ
ク
票
を
提

出
す
る（
フ
ァ
ッ
ク
ス
可
）

　4月1日から、福祉ぱれっと館（小倉3-242-1）内の
「障害者デイサービスセンターにじ」と「知的障害者通
所授産施設ゆり工房」の施設名称と事業内容が次のと
おり変わります。
○にじ（ （575）2225　 （575）2224））
施設名称　障害者生活支援センターにじ

　※　事業内容は変わりません。
○ゆり工房（ （575）2223　 （575）2224））
施設名称　障害者就労支援センターゆり工房
事業内容　▷就労移行支援（定員6人）▷就労継続

支援Ｂ型（定員23人） 
▷生活介護（定員6人）

※　いずれも施設見
　学を随時受け付け
　ています。

「にじ」と「ゆり工房」の
事業内容などが変わります
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情報ひろば

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い 

す
く
す
く
育
児
相
談

　

身
長
・
体
重
の
測
定
や
離
乳
食
、育

児
、成
長
発
達
、予
防
接
種
な
ど
に
つ
い

て
保
健
師
・
栄
養
士
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

日
程
・
会
場

▽
４
月
７
日
㈫　

須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー

（
須
玖
南
２
ー
１
２
０
）

▽
４
月
21
日
㈫　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ 

（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

▽
５
月
12
日
㈫　

光
町
児
童
セ
ン
タ
ー

（
光
町
２
ー
１
８
０
ー
４
）

▽
５
月
26
日
㈫　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ

受
付
時
間　

午
前
10
時
〜
11
時（
児
童

セ
ン
タ
ー
は
午
前
11
時
30
分
ま

で
）

持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

福
岡
県
認
定
リ
サ
イ
ク
ル
製
品 

認
定
受
付
が
始
ま
り
ま
す

　

県
は
、品
質
や
安
全
性
な
ど
の
面
で

一
定
の
基
準
を
満
た
す
リ
サ
イ
ク
ル
製

品
に
つ
い
て
認
定
を
行
い
、そ
の
製
品

の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
２
１
９
製
品
が
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

受
付
期
間　

４
月
13
日
㈪
〜
24
日
㈮

※　

認
定
対
象
製
品
や
申
請
方
法
な

ど
、詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

県
環
境
部
循
環
型
社

会
推
進
課
リ
サ
イ
ク
ル
係

（
６
４
３
）３
３
７
２

（
６
４
３
）３
３
７
７

http://w
w

w
.pref.fukuoka.lg.jp

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
活
用 

プ
ラ
ン
タ
ー
菜
園
講
座

　

生
ご
み
た
い
肥
を
使
い
、プ
ラ
ン

タ
ー
で
夏
野
菜
を
育
て
て
み
ま
せ
ん

か
。た
い
肥
の
熟
成
方
法
や
古
土
の
再

生
方
法
な
ど
も
教
え
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

４
月
24
日
㈮

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

市
役
所
４
０
６
会
議
室

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ご
み
減
量
推

進
課

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
４
７

春
日
市
お
宝
文
化
人 

漬
物
講
座
＆
絵
手
紙
講
座

　

お
宝
文
化
人
の
矢や
し
た下
善よ
し
お生
さ
ん
か

ら
、お
い
し
い
漬
物
の
漬
け
方
を
習
い

ま
せ
ん
か
。

　

当
日
は
、西に
し
む
ら村
瑞み
ず
え枝
さ
ん
の
絵
手
紙

講
座
も
行
い
ま
す
。

期
日　

４
月
21
日
㈫

時
間
・
参
加
費

▽
漬
物
講
座（
要
申
込
）

午
前
11
時
〜
正
午（
午
前
の
部
）、

午
後
２
時
〜
３
時（
午
後
の
部
）・

３
０
０
円

▽
絵
手
紙
講
座（
申
込
不
要
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
・
３
０
０
円

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館

１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
大
谷
６
ー

24
）

※　

朝と
も
し
げ重
秀ひ
で
あ
き昭
さ
ん
の
切
り
絵
や
桑く
わ
の野

照て
る
く
に國
さ
ん
の
洋
画
・
陶
芸
も
展
示
し

ま
す
。

申
込
方
法　

４
月
15
日
㈬
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
･
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

（
５
７
５
）４
１
２
１

（
５
９
３
）７
３
８
０

初
心
者
や
親
子
の
参
加
も
歓
迎 

や
き
も
の
作
り
教
室

　

や
き
も
の
作
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、

古
代
の
陶
人
気
分
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

当
日
作
っ
た
作
品
は
、窯か
ま

で
焼
い
て
、

後
日
お
渡
し
し
ま
す
。

日
時　

５
月
９
日
㈯

▽
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

▽
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

春
日
市
の
ぼ
り
窯
体
験
広
場

（
白
水
ケ
丘
１
ー
４
）

参
加
費（
材
料
費
）　

粘
土
５
０
０
ｇ
当

た
り
２
０
０
円

定
員　

各
15
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法　

４
月
９
日
㈭
〜
20
日
㈪

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、ま
た

は
直
接
窓
口
で
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
、年
齢（
小
学
生
以
下
の

み
）希
望
時
間
を
伝
え
る

※　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
保
護
者

同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館

（
５
０
１
）１
１
４
４

（
５
７
３
）１
０
７
７

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー 

緑
化
講
習
会

○
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ（
春
の
草
花
の
寄
せ

植
え
）

日
時　

４
月
26
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

受
講
料　

２
，５
０
０
円（
材
料
費
）

○
写
真
の
撮
り
方（
風
景
写
真
の
撮
り

方
）

日
時　

４
月
26
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分

受
講
料　

無
料

場
所　

同
セ
ン
タ
ー（
久
留
米
市
田
主

丸
町
益ま
す
お
だ

生
田
１
１
２
５
）

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

４
月
１
日
㈬
以
降
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

０
９
４
３（
７
２
）１
１
９
３

０
９
４
３（
７
２
）１
５
５
８

筑
紫
地
区
商
工
会
職
業
訓
練
会 

Ｃ
Ａ
Ｄ
中
級
講
座

　

製
図
ソ
フ
ト
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
初
級
程
度
の

知
識
が
あ
る
人
が
対
象
の
講
座
で
す
。

日
程　

５
月
11
日
㈪
・
13
日
㈬
・
15
日

㈮
・
18
日
㈪
・
20
日
㈬（
計
５
回
）

時
間　

午
後
６
時
30
分
〜
９
時
30
分

場
所　

春
日
市
商
工
会（
伯
玄
町
２
ー

24
）

受
講
料　

１
万
円（
テ
キ
ス
ト
代
を
含

む
）

※　

受
講
料
納
入
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に

つ
い
て
は
、返
金
で
き
ま
せ
ん
。

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

４
月
６
日
㈪
〜
24
日
㈮

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

※　

申
込
者
が
10
人
以
下
の
場
合
は
、

中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
訓
練
会

（
５
８
１
）３
５
５
７

（
５
８
１
）３
５
５
８
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九
州
大
学
創
立
98
周
年 

開
学
記
念
講
演
会

日
時　

５
月
８
日
㈮

　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

場
所　

ア
ク
ロ
ス
福
岡
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル（
福
岡
市
中
央
区
天
神

１
ー
１
ー
１
）

演
題
・
講
師　
「
夢
を
つ
く
る
」・
安あ
ん
ど
う藤
忠た
だ

雄お

さ
ん（
建
築
家
）

入
場
料　

無
料

定
員　

１
，８
０
０
人（
申
込
多
数
の
場

合
抽
選
）

申
込
方
法　

４
月
１
日
㈬
〜
21
日
㈫
に

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
郵
便
番
号
、住

所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、職
業
、

連
絡
先
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
大
学
総
務

課（
〒
812
ー
８
５
８
１
福
岡
市

東
区
箱は

こ
ざ
き崎
６
ー
10
ー
１
）

（
６
４
２
）２
１
０
７

（
６
４
２
）２
１
１
３

syskaigaku@
jim

u.kyushu-u.
ac.jp

暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー 

暴
力
被
害
集
中
相
談

　

暴
力
団
な
ど
に
よ
る
暴
力
被
害
者
の

早
期
救
済
を
目
的
に
、警
察
、弁
護
士

会
、県
暴
追
セ
ン
タ
ー
、福
岡
市
暴
力
追

放
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
連
携
し
て
、

面
接
、電
話
に
よ
る
集
中
相
談
を
行
い

ま
す
。

日
時　

４
月
18
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

福
岡
市
暴
力
追
放
相
談
セ
ン

タ
ー（
福
岡
市
役
所
２
階
）

相
談
電
話
番
号

（
７
１
１
）４
０
７
６

※　

そ
の
ほ
か
、筑
豊
・
北
九
州
・
筑
後

地
区
で
も
行
い
ま
す
。詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

㈶
福
岡
県
暴
力
追
放

運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

（
６
５
１
）８
９
３
８

（
６
５
１
）８
９
８
８

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
相
談 

福
岡
労
働
時
間
等
相
談
セ
ン
タ
ー

　

労
働
時
間
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
労

働
関
係
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
つ
い
て
、

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

秘
密
は
守
り
ま
す
。気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間

▽
平
日　

午
後
２
時
〜
８
時

▽
土
曜
日　

午
後
１
時
〜
６
時

※　

日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

相
談
場
所　

福
岡
県
消
防
会
館
４
階

（
福
岡
市
博
多
区
中な
か
す
な
か
し
ま
ま
ち

洲
中
島
町

３
ー
10
）

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

7
０
１
２
０（
６
１
０
）５
５
２

（
２
６
２
）７
８
９
９

市無料法律相談
第3水曜日／ 10時〜 16時／市
役所2階市民相談室／第1水曜
日以降に電話予約／先着15人
☎（584）1148
県無料法律相談
第1・第3水曜日／ 13時〜 16時
／県庁県民相談室／事前に電話
予約／先着6人
☎（643）3333
春日市商工会無料法律相談
第1水曜日／ 13時〜 16時（8時
30分から窓口受付）／同商工会
／先着6人
☎（581）1407

弁護士センター有料法律相談
月〜金曜日：10時〜 19時／土・
日、祝日：10時〜 13時／天神弁
護士センター／ 30分5,250円
☎（741）3208
司法書士総合相談センター無料
電話相談
毎週金曜日／ 18時〜 20時／福
岡南総合相談センター
☎（918）5264

市消費生活相談
月・水・金曜日／ 10時〜 15時／
市役所2階市民相談室
☎（584）1111　 （584）1153
県消費生活相談

月〜金曜日／ 9時〜 16時30分
／県消費生活センター
☎（632）0999

心配ごと相談
水曜日／ 10時〜 15時／春日市
社会福祉センター 4階
☎（581）7225
不安・悩み電話相談
24時間受付／福岡いのちの電話
☎（741）4343
ファックス悩み相談（福岡いの
ちの電話）
月〜金曜日：9時〜 18時
土曜日：9時〜 13時
（741）4343

福岡労働福祉事務所
月〜金曜日／ 9時〜 17時／福
岡西総合庁舎5階
☎（735）6149

子育て・子どもの悩み相談
月〜土曜日／ 9時30分〜 18時
／子育て支援センター家庭児童
相談室（すくすくプラザ内）
☎（584）1015　 （584）7739

法律について教えてほしい

暴力・セクハラの相談
月〜金曜日／ 10時〜 17時／ち
くし女性ホットライン
☎（513）7355
女性総合相談
月曜日を除く毎日／受付9時30
分〜 16時（金曜日は18時〜 20
時30分も）／あすばる相談室

（クローバープラザ内）
☎（584）1266
性犯罪などの電話相談
月〜金曜日／ 8時30分〜 17時
15分／福岡県警ミズ・リリー
フ・ライン
☎（632）7830

県交通事故相談
月〜金曜日／ 9時〜 17時（受付
は16時まで）／県庁交通事故
相談所
☎（622）0403
交通事故被害者電話相談
月〜金曜日／ 13時〜 16時／交
通事故被害者サポートセンター
☎（741）2270

シルバー 110 番
月曜日を除く毎日／受付9時
〜 16時／高齢者総合相談セン 

ター（クローバープラザ内）
☎（584）3344　 （584）3354
高齢者のあらゆる相談
▷北地域包括支援センター
　☎（589）6227　 （589）6228
▷南地域包括支援センター
　☎（595）8188　 （595）6069
いずれも8時30分〜 17時

定例人権相談
第1火曜日／ 10時〜 15時／市
役所市民相談室
☎（584）1111　 （584）1153
法務局人権相談
月〜金曜日／ 8時30分〜 17時
／福岡法務局筑紫支局

☎（922）2881　
子どもの権利 110 番
毎週土曜日／ 12時30分〜 15
時30分／天神弁護士センター
☎（752）1331

定例行政相談
第4火曜日／ 10時〜 15時／市
役所2階市民相談室
☎（584）1111　 （584）1142
福岡総合行政相談所
月〜土曜日／ 10時〜 17時／岩
田屋本店新館6階お客様サロン
☎（781）7830

職場環境や勤務条件など
仕事のことで悩んでいる

交通事故に関わる
トラブルを解決したい

国行政に対しての
要望や苦情を聞いてほしい

子育てや子どものことで
相談したい

悪質商法や架空請求などの
金融トラブルを解決したい

お年寄りならではの
相談を聞いてほしい

女性のために
力になってほしい

人権について相談したい

月によって相談日時や場所が変更になる場合があります。事前に問い合わせてください。
各種相談窓口

誰にも悩みを相談できず
苦しんでいる



K A S U G A         C I T Y17

情報ひろば

第
28
回
春
日
市
少
年
の
船 

ス
タ
ッ
フ
募
集

　

夏
休
み
に
、子
ど
も
た
ち
の
海
洋
研

修
や
平
和
学
習
の
引
率
・
指
導
を
す
る

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

高
校
１
年
生
〜
40
歳
未
満
の
人

日
程　

８
月
20
日
㈭
〜
24
日
㈪（
４
泊

５
日
）

※　

事
前
の
準
備
会
議（
５
月
６
日
㈬

以
降
、毎
週
水
曜
日
の
夜
）や
宿
泊
研

修
も
あ
り
ま
す
。

活
動
内
容　

小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年

生
ま
で
の
団
員
約
１
０
０
人
の

引
率
と
、海
洋
研
修
や
平
和
学

習
の
指
導

※　

詳
し
く
は
春
日
市
少
年
の
船
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

参
加
費　

４
万
５
，０
０
０
円

募
集
人
員　

25
人
程
度

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
、４
月
29
日

㈬
の
説
明
会
で
面
接
し
て
選
考
し
ま

す
。

申
込
方
法　

４
月
28
日
㈫（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、氏
名
、年
齢
、職
業
、電
話

番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
実
行
委
員

会（
〒
816
ー
０
８
３
１
大
谷

６
ー
24
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン

タ
ー
内
）

（
５
８
４
）２
１
９
０（

兼
用
）

http://kasuga.ti-da.net/

第
12
回
福
岡
県
青
年
の
翼 

参
加
者
募
集

　

県
は
、企
業
や
大
学
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な

ど
で
社
会
貢
献
活
動
を
実
践
ま
た
は
研

究
し
て
い
る
青
年
を
海
外
に
派
遣
し
、

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
青
年
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
す
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ウ
ィ
ン
グ

２
０
０
９
」を
行
い
ま
す
。

対
象　

18
〜
35
歳
の
人（
４
月
１
日
現

在
）

日
程　

11
月
15
日
㈰
〜
22
日
㈰

訪
問
国　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

募
集
人
員　

40
人

負
担
金　

13
万
２
，０
０
０
円

募
集
期
間　

４
月
13
日
㈪
〜
６
月
12
日

㈮

※　

応
募
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
青
年
の
翼
実

行
委
員
会
事
務
局

（
６
４
３
）３
３
８
６

（
６
４
３
）３
３
８
９

岡
本
公
民
館 

管
理
人
募
集

対
象　

住
み
込
み
が
可
能
で
健
康
な
人

業
務
内
容　

▽
施
設
内
外
の
清
掃
▽
備

品
管
理
、公
民
館
使
用
料
管
理

▽
安
全
管
理
▽
回
覧
板
の
整
理

勤
務（
居
住
）場
所　

同
公
民
館（
岡
本

３
ー
65
）

休
日　

毎
週
月
曜
日
、盆
期
間
、年
末
年

始

応
募
方
法　

４
月
20
日
㈪
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

※　

手
当
て
な
ど
に
つ
い
て
、詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

岡
本
地
区
自

治
会

（
５
７
１
）４
１
６
１（

兼
用
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
会
員
募
集 

ウ
イ
ン
ディ
ー
ク
ラ
ブ

対
象　

18
歳
以
上
の
市
内
居
住
者

練
習
日
時　

毎
週
火
、金
曜
日

　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

練
習
場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
大
谷
６
ー
28
）

会
費　

月
額
１
，０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

長な
が
の野

（
５
７
１
）５
６
１
５（

兼
用
）

遊
友
ク
ラ
ブ 

卓
球
部
員
募
集

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
小
学
生

練
習
日
時　

土
曜
日（
不
定
期
、月
３
回

程
度
）

午
後
３
時
〜
５
時

練
習
場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

２
階
競
技
場（
大
谷
６
ー
28
）

会
費　

月
額
１
，５
０
０
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

深ふ
か
ざ
わ澤

（
５
７
３
）７
１
８
９

迷惑「電子メール広告」の規制が
強化されました

　昨年末に、特定商取引法の規制が強化されました。事業者は
電子メール広告を送信する前に、あらかじめ消費者の請求や承
諾を得ることが義務付けられ、こうした請求や承諾を得ていな
い電子メール広告の送信は原則禁止されます。
　そのほか、事業者には請求や承諾を確かに受けたという記録
保存義務や、広告メールの受信を拒否した消費者への再送信禁
止、電子メール広告の提供を拒否する方法の分かりやすい表示
義務など、さまざまな規制がかかることになりました。
○受信拒否の方法

広告メール中にある受信拒否を受け付けるメールアドレ
スあてに、次の事項を通知してください。
▷受信を拒否する電子メールアドレス ▷受信を拒否する旨
※　住所・氏名・年齢など個人情報の通知を求められる場合

がありますが、伝える必要はありません。
○違法メールの情報提供

請求や承諾をしていない電子メール広告を受信したとき
は、そのメールを次のアドレスに転送してください。

spam-in@nissankyo.jp（㈶日本産業協会情報提供受付ア
ドレス）　※　同協会は経済産業省所管の団体です。

そのほか、事業者とのインターネット上でのトラブルなどは、
市の消費生活相談に相談してください。



K A S U G A         C I T Y18

㈳
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟 

福
岡
県
第
29
団
会
員
募
集

　

自
分
で
考
え
、行
動
で
き
る
少
女
の

育
成
を
目
的
に
、キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
野

外
活
動
や
ク
ラ
フ
ト
を
し
て
い
ま
す
。

　

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

幼
稚
園
年
長
〜
高
校
生
年
代
の

女
子

活
動
日　

月
２
回
程
度（
土
曜
ま
た
は

日
曜
日
）

場
所　

浄
運
寺（
下
白
水
南
４
ー
35
）な

ど

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
団　

梅う
め
も
り森

（
５
８
２
）３
７
３
８（

兼
用
）

九
州
大
学
サ
マ
ー
コ
ー
ス
留
学
生
の 

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

対
象　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
家
庭

▽
九
州
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー（
福
岡

市
東
区
箱は
こ
ざ
き崎
）ま
で
、公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
て
１
時
間
以
内
に
通
学
で

き
る
地
域
に
居
住
し
て
い
る

▽
寝
具
や
机
な
ど
を
備
え
た
個
室
が
あ

る（
で
き
れ
ば
空
調
設
備
も
）

期
間

①
６
月
27
日
㈯
〜
８
月
８
日
㈯
か
９
日

㈰
の
６
週
間

②
７
月
25
日
㈯
〜
８
月
８
日
㈯
か
９
日

㈰
の
２
週
間

内
容

▽
毎
日
の
朝
食
と
夕
食
の
世
話（
休
日

は
昼
食
も
）

▽
空
港
送
迎（
期
間
が
②
の
家
庭
は
送

り
の
み
）

※　

謝
礼
な
ど
、詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

５
月
15
日
㈮

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先　

九
州
大

学
国
際
交
流
推
進
室　

（
６
４
２
）４
２
７
５

（
６
４
２
）４
２
７
３

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の 

夏
休
み
海
外
派
遣
参
加
者
募
集

　

文
部
科
学
省
所
管
の
㈶
国
際
青
少
年

研
修
協
会
は
、10
事
業
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。体
験
を
通
し
て
、お
互

い
の
理
解
や
交
流
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

対
象　

小
学
３
年
生
〜
高
校
３
年
生

日
程　

７
月
24
日
㈮
〜
８
月
16
日
㈰
の

８
〜
18
日
間

派
遣
先　

ア
メ
リ
カ
、イ
ギ
リ
ス
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、カ
ナ
ダ
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、サ
イ
パ
ン
、カ
ン
ボ
ジ

ア
、フ
ィ
ジ
ー

内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、文
化
交
流
、学
校
体
験
、英

語
研
修
、地
域
見
学
、野
外
活
動

な
ど

参
加
費　

19
万
円
〜
50
万
円
程
度（
別

途
共
通
経
費
が
必
要
）

※　

日
程
や
参
加
費
は
事
業
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

な
お
、説
明
会
を
５
月
24
日
㈰
午
前

10
時
〜
11
時
30
分
に
、深
見
ビ
ル（
福

岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
４
ー
14
ー
11
）

で
行
う
予
定
で
す
。

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先　

㈶
国
際

青
少
年
研
修
協
会（
〒
160
ー
０ 

０
０
４
東
京
都
新
宿
区
四よ
つ
や谷
２

ー
11
大
村
ビ
ル
３
階
）

０
３（
３
３
５
９
）８
４
２
１

０
３（
３
３
５
４
）２
２
０
７

http://w
w

w
.kskk.or.jp

春
日
イ
ー
グ
ル
ス 

教
室
会
員
募
集

○
少
年
・
少
女
サ
ッ
カ
ー
教
室

対
象　

小
学
１
〜
４
年
生

練
習
日（
週
１
回
）・
場
所

▽
火
曜
日　

春
日
南
小
・
日
の
出
小
・

白
水
小

▽
水
曜
日　

春
日
野
小
・
春
日
東
小

▽
木
曜
日　

須
玖
小
・
大
谷
小

▽
金
曜
日　

春
日
北
小
・
春
日
西
小
・

春
日
小

練
習
時
間　

午
後
５
時
〜
６
時

○
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ（
小
・
中
学
生

向
け
の
教
室
）

練
習
日（
週
１
回
）・
場
所
・
時
間

▽
火
曜
日　

春
日
原
小
・
午
後
５
時

〜
７
時

▽
水
曜
日　

白
水
小
・
午
後
７
時
〜

９
時

▽
木
曜
日　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
（
大
谷
６
ー
28
）・
午
後
５
時

〜
７
時

▽
金
曜
日　

須
玖
小
・
午
後
５
時
〜

７
時

▽
土
曜
日　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム 

（
大
谷
６
ー
28
）・
午
後
１
時
〜
３

時
、天
神
山
小
・
午
後
４
時
〜
６
時

会
費　

い
ず
れ
も
月
額
３
，５
０
０
円

（
別
途
、入
会
金
・
保
険
料
な
ど

が
必
要
）

※　

随
時
、無
料
体
験
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

N
P
O
法
人

春
日
イ
ー
グ
ル
ス

（
５
９
５
）５
１
９
７（

兼
用
）

春
日
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ 

部
員
募
集

対
象　

市
内
の
小
・
中
学
生

練
習
日
時　

毎
週
土
曜
日

正
午
〜
午
後
２
時

練
習
場
所　

西
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２

階
競
技
場（
那
珂
川
町
中な
か
ば
る
ひ
が
し

原
東

１
ー
４
ー
１
）

受
講
料　

月
額
１
，０
０
０
円

※　

別
途
、入
会
費
１
，０
０
０
円
と
ス

ポ
ー
ツ
保
険
料
６
０
０
円（
年
額
）が

必
要
で
す
。

募
集
人
員　

10
人
程
度

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
ク
ラ
ブ　

安や
す
こ
う
ち

河
内

０
５
０（
５
５
０
９
）９
３
９
４

一
輪
車
ク
ラ
ブ
ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ 

チ
ー
ム
メ
イ
ト
募
集

　

専
任
講
師
の
指
導
の
も
と
、楽
し
く

練
習
し
て
い
ま
す
。初
心
者
も
大
歓
迎

で
す
。気
軽
に
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

小
学
生

練
習
日
時　

毎
週
水
曜
日

　
　
　

午
後
５
時
〜
６
時

練
習
場
所　

春
日
小
学
校（
昇
町
１
ー

１
４
２
）

会
費　

月
額
１
，０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

吉よ
し
だ田

（
５
８
５
）７
７
５
８

裁
判
所
職
員 

採
用
試
験

試
験
区
分

▽
裁
判
所
事
務
官
採
用
Ⅰ
・
Ⅱ
種

▽
家
庭
裁
判
所
調
査
官
補
採
用
Ⅰ
種

受
験
資
格　

昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

受
付
期
間　

４
月
１
日
㈬
〜
15
日
㈬

１
次
試
験
日　

５
月
31
日
㈰

※　

受
験
案
内
と
受
験
申
込
書
は
、最
寄

り
の
裁
判
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

▽
福
岡
地
方
裁
判
所
事
務
局
人
事
課

（
７
８
１
）３
１
４
１

▽
福
岡
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

（
７
１
１
）９
６
５
１

▽
最
高
裁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://w
w

w
.courts.go.jp/



K A S U G A         C I T Y19

情報ひろば

平
成
21
年
度
防
衛
省
職
員 

採
用
Ⅰ
種
・
Ⅱ
種
試
験

受
付
期
間　

４
月
１
日
㈬
〜
10
日
㈮

○
Ⅰ
種
試
験

対
象

①
昭
和
51
年
４
月
２
日
〜
昭
和
63
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

②
昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
次
に
該
当
す
る
人

⑴
大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
平

成
22
年
３
月
ま
で
に
卒
業
す
る

見
込
み
の
人

⑵
防
衛
省
が
⑴
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
人

１
次
試
験
日　

５
月
10
日
㈰

○
Ⅱ
種
試
験

対
象

①
昭
和
55
年
４
月
２
日
〜
昭
和
63
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

②
昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
次
に
該
当
す
る
人

⑴
大
学
、短
期
大
学
ま
た
は
高
等

専
門
学
校
を
卒
業
し
た
人
お
よ

び
平
成
22
年
３
月
ま
で
に
卒
業

す
る
見
込
み
の
人

⑵
防
衛
省
が
⑴
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
人

１
次
試
験
日　

６
月
14
日
㈰

※　

試
験
内
容
や
申
込
方
法
な
ど
、詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、防
衛
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

http://w
w

w
.

m
od.go.jp/

）で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

九
州
防
衛
局
総
務
課

人
事
係（
福
岡
市
博
多
区
博
多

駅
東
２
ー
10
ー
７
）

（
４
８
３
）８
８
１
５

（
４
７
４
）３
６
８
５

お
題
は「
光
」 

平
成
22
年
歌
会
始

　

平
成
22
年
歌
会
始
の
お
題
は
、「
光
」

で
す
。

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

○
お
題
を
読
み
込
ん
だ
自
作
の
短
歌
で

一
人
一
首
と
し
、未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
。

○
習
字
用
の
半
紙
を
横
長
に
使
い
、右

半
分
に
お
題
と
短
歌
、左
半
分
に
郵

便
番
号
、住
所
、電
話
番
号
、氏
名（
本

名
、ふ
り
が
な
つ
き
）、生
年
月
日
、職

業（
な
る
べ
く
具
体
的
に
）を
縦
書
き

し
て
く
だ
さ
い
。

無
職
の
場
合
は
、「
無
職
」と
書
き
、

以
前
に
職
業
に
就
い
た
こ
と
が
あ
る

場
合
は
、な
る
べ
く
元
の
職
業
を
書

い
て
く
だ
さ
い（
主
婦
の
場
合
は「
主

婦
」で
可
）。

○
す
べ
て
毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、海
外
か
ら
詠
進
す
る
場
合
、

用
紙
は
随
意（
た
だ
し
半
紙
サ
イ
ズ
24

㎝
×
33
㎝
の
横
長
）と
し
、毛
筆
で
な

く
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

○
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め
、毛

筆
で
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
は
、次
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▽
代
書（
墨
書
）で
詠
進
し
、代
筆
の

理
由
と
代
筆
者
の
住
所
と
氏
名
を

別
紙
に
書
い
て
添
え
る
。

▽
本
人
が
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
な

ど
を
利
用
し
て
印
字
し
、こ
れ
ら

の
機
器
を
使
用
し
た
理
由
を
別
紙

に
書
い
て
添
え
る
。

※　

視
覚
障
害
が
あ
る
人
は
、点
字
で

詠
進
し
て
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

詠
進
歌
送
付
方
法　

９
月
30
日
㈬（
消

印
有
効
）ま
で
に
、「
〒
100
ー

８
１
１
１
宮
内
庁
」あ
て
に
、封

筒
に「
詠
進
歌
」と
書
い
て
送
る

※　

疑
問
が
あ
る
場
合
は
、９
月
20
日

㈰
ま
で
に
、宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に

住
所
、氏
名
、郵
便
番
号
を
書
き
、返

信
用
切
手
を
張
っ
た
封
筒
を
添
え
て

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

宮
内
庁

http://w
w

w
.kunaicho.go.jp/

優
良
運
転
者
・ 

交
通
安
全
功
労
者
表
彰

　

県
交
通
安
全
協
会
は
、同
協
会
会
員

で
、現
在
車
を
運
転
し
て
い
る
人
を
対

象
に
、優
良
運
転
者
と
交
通
安
全
功
労

者
を
表
彰
し
ま
す
。希
望
す
る
人
は
、申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰
の
種
類
・
資
格

▽
筑
紫
交
通
安
全
協
会
長
表
彰

５
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

▽
筑
紫
野
警
察
署
長
・
筑
紫
交
通
安
全

協
会
長
連
名
表
彰

10
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

▽
県
警
察
本
部
長
・
県
交
通
安
全
協
会

長
連
名
表
彰

10
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

▽
全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
表
彰

10
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

▽
九
州
管
区
警
察
局
長
・
九
州
交
通
安

全
協
会
長
連
名
表
彰

20
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

申
請
方
法　

４
月
１
日
㈬
〜
30
日
㈭
の

平
日（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

30
分
）に
、申
請
書
を
提
出
す
る

※　

申
請
書
は
、道
路
防
災
課（
市
役
所

３
階
）に
あ
り
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
交
通
安

全
協
会（
筑
紫
野
市
二ふ
ち
か
い
ち
み
な
み

日
市
南

４
ー
８
ー
33
）

（
９
２
４
）０
０
６
６　
　
　
　
　

（
９
２
４
）０
０
６
４

　４月は、未成年者飲酒防止強調月間です。
未成年者の飲酒は、体や心の発達が盛んな
時期に悪影響を与えます。

未成年者飲酒防止強調月間

お酒は二十歳になってから
福岡国税局・税務署

■一般行政職の級別職員数の割合

1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 9級

15年度 0.6％ 3.8％ 7.7％ 21.4％ 11.3％ 20.5％ 22.2％ 9.5％ 3.0％

19年度 6.2％ 10.0％ 26.0％ 23.6％ 21.2％ 10.0％ 3.0％ 0％ 0％

20年度 6.8％ 10.9％ 25.3％ 24.4％ 20.6％ 9.7％ 2.3％ 0％ 0％

記
事
の
訂
正

　

市
報
３
月
15
日
号
で
春
日
市
職
員
の
給

与
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
一
般
行
政

職
の
級
別
職
員
数
の
割
合
が
誤
っ
て
い
ま

し
た
。
正
し
い
割
合
は
表
の
と
お
り
で
す
。※　色付きの太字の数字が訂正個所です。
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須
す ぐ

玖児童センター
須玖南2 ｰ120　☎（573）2431 5（584）7739

光
ひ か り ま ち

町児童センター
光町2 ｰ180 ｰ4　☎（501）7014 5（501）7033

毛
け か つ

勝児童センター
大土居1 ｰ38　☎（581）5614 5（581）5616

白
し ろ う ず

水児童センター
天神山1-213　☎（593）2777 5（593）2801

1日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時

4日（土） すぐリンピック（○○さんと遊ぼう！）　午後2時〜3時

7日（火） すくすく育児相談　午前10時〜11時30分

8日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時

11日（土）
おまたせ！トランポリン　午前11時〜正午

おはなし広場　午後2時〜2時30分

15日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時

18日（土）

じどうセンター探検隊！　午前11時〜正午
対象：新小学1年生　
一輪車教室　午前2時〜3時30分、10人 　
※雨天の場合25日㈯

19日（日）
楽しいクッキング（ミートボール弁当）　午前10時30分
〜午後0時30分、10人、100円 　※米1合持参

22日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時

1日（水） 新・道場やぶり　午後3時〜4時

3日（金）
毛勝でピクニック　　
正午〜午後1時、20人　※お弁当、水筒、帽子持参

7日（火） 作って遊ぼう（紙ひこうき）　午後2時〜3時、30人

11日（土）
毛勝入学探検隊　午後2時〜3時、対象：新小学1年生

おはなし会　午後3時〜3時30分

25日（土） 新・みんなでドッジボール　午後2時〜3時

◆ の行事は、幼児も参加できます。保護者同伴で遊びに来てくだ
さい。

◆表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。
◆ は申し込みが必要な行事です。4月11日㈯午前 10時以降に申し込

んでください。受付は午後 6 時までです（電話可・小学生以上は原則
として本人申込）。なお、申し込みは一人 1 行事までとし、行事によっ
ては市外の人は参加できない場合があります。

◆天候により、中止または内容を変更することがあります。事前に問い
合わせてください。

４月の行事予定表

子
育
て
広
場

ヨチヨチ広場
（0〜1歳児向け） ▶須玖：15日㈬、30日㈭▶光町：10日㈮▶毛勝：17日㈮ 午前11時〜11時40分 今月の休館日

親子サロン
（1〜3歳児向け） ▶光町：28日㈫▶毛勝：14日㈫▶白水：14日㈫、30日㈭

午前10時30分〜
（1時間程度）

6日㈪、13日㈪、

20日㈪、21日㈫、

27日㈪、29日㈬
ニコニコくらぶ
（満2歳以上）

▶須玖：8日㈬、9日㈭、10日㈮、22日㈬、23日㈭、24日㈮
▶光町：15日㈬、16日㈭ 
▶毛勝：22日㈬、23日㈭

開館時間　各館とも午前10時〜午後5時

1日（水）

みんな集まれ！光町児童センター　午前10時〜11時

道場やぶり　午前11時〜正午

11日（土）
光町入学探検隊　午後2時〜3時30分
対象：新小学1年生

12日（日） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

18日（土）
遊びの出前！児童センター
午前10時30分〜正午、場所：春日野小多目的ホール

19日（日）
ピカピカクッキング（しゅわしゅわゼリー）　
午後2時〜3時30分、12人、100円 

24日（金） たのしいおはなし　午前11時〜11時30分

25日（土） かんたん工作（ミニこいのぼり）　午後2時〜3時

26日（日） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

1〜5日
（水〜日）

はじめまして白水〜オープニングウィーク〜

読み聞かせ　午前11時30分〜正午

道場やぶり　午後2時〜3時

11日（土）
白水入学探検隊　午後2時〜3時、対象：新小学１年生

おはなし会　午後3時〜3時30分

18日（土） わんぱく広場　午後2時〜3時

26日（日） 作ってわくわく（かんたん工作）　午後2時〜3時
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市の人口　 2/28 現在

◎総人口  109,227人
（前月比 -75）

女 　55,955人

男　 53,272人

◎世帯数  43,649世帯

◎増     ●転入     　355人

●出生　       80人

●その他増 　  6人

◎減     ●転出     　467人

●死亡          48人

●その他減      1人

＜広告欄＞

松
まつした

下 幸
こう

ノ
の

介
すけ

ちゃん（春日原南町）
平成20年4月3日生

森
もりやま

山 心
み ゆ

結ちゃん（紅葉ヶ丘東）
平成19年4月5日生

山
やまもと

本 悠
ゆう

太
た

ちゃん（春日原南町）
平成19年4月4日生

黒
くろかわ

川 莉
り こ

子ちゃん（須玖南）
平成20年4月7日生

縄
なわ

田
た

 藍
あいまる

丸ちゃん（桜ヶ丘）
平成20年4月10日生

4月前期

６
月
生
ま
れ
の

赤
ち
ゃ
ん
募
集

※
３
歳
ま
で

写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
住
所
、
電

話
番
号
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
５
月
１
日
㈮（
必
着
）ま
で
の
到

着
分
の
中
か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

送
り
先　

市
報
か
す
が「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」係
（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）　　
　
　
　
　

 　

  

※
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。



　今号から、市報を次のとおり一部リニ
ューアルしました。
▶市民カレンダーに夜間当番医の外科
と休日当番医を追加▶白水児童センタ
ーの新設に伴い、「あそぼ～児童センタ
ー」のレイアウトを変更▶「お誕生日おめ
でとう」を中面最終ページに移し、当選者
数を1日号8人から毎号5人（計10人）に
増数▶「トピックス」のデザインを一部変
更し、本文の文字サイズを拡大▶「市か
らのお知らせ」のデザインを全面変更し、
本文の文字サイズを拡大。
　また、現在中面に白黒で掲載している
広告面を、5月1日号から裏表紙にカラー
で掲載します。
　「市報かすが」は、まもなく発刊900回
を迎えます。歴史の重みを感じながら、今
後も皆さんにとって有益となる広報紙作
成を続けていきます。　　　　　　　ユ

▲「読書生活力の育成」。 児童による低学年への読み聞かせ

春日東小学校
所在地　若葉台東１ー 51
（501）0211　 （501）1794

　本校は、創立57年の歴史と伝統に立ち、受け継がれ
てきた「よさ」をさらに伸ばすとともに、新しい時代を切り
開く力を育むために、家庭・地域そして学校が協働するコ
ミュニティ・スクール春日東として、昨年10月に新しく出
発しました。
　現在、学校の教育目標である「人間性豊かで国際社
会をたくましく共に生きる子ども」の育成に向け、3つの
特色ある活動に取り組んでいます。

　第一は、コミュニティ・スクール春日東の中核である学
校運営協議会で、夢をもち共に生きる地域を目指し、「安
全・安心づくり」「読書生活力の育成」「食育の推進」

「地域・学校での行事を通した絆づくり」の4つをテーマ
に、学校力・家庭力・地域力を充実させる取り組みを進め
ています。
　第二は、本校教育課程で、コミュニケーション力を育
成する教育を展開していることです。その中心は「読書
生活力の育成」です。毎朝の読書タイムをはじめ、学年ご
とに読書目標冊数を設定し全員達成に向けチャレンジし
ています。家庭においては、親子で市民図書館を利用す
るように働きかけ、学習習慣形成を図っています。また、

「PTAおはなし会」による朝と昼休みの朗読会は子ども
たちの楽しみの一つです。
　そして第三は、教育基盤となる隠れたカリキュラム（教
育課程）です。「腰骨を立てる」「かかとを揃える」「あいさ
つ返事」を日常的に徹底させる取り組みです。今後、ます
ます特色化を図っていきます。

市報かすが 4月1日号  第898号　
発行／春日市　〒816–8501福岡県春日市原町3–1–5 ☎092（584）1111
編集／春日市情報政策課情報公開広報担当　ホームページアドレス  http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

問い合わせ先　社会教育課「お宝探偵局」　☎（575）4121 5（593）7380

下
白
水
第
２
公
園

　下白水第2公園は、白水大池公園、春日公園に次
いで、市内で3番目に広い面積を持つ公園です。
　大きな石が無造作に配置されていることから、
「でこぼこ公園」とも呼ばれ、多くの市民に利用さ
れています。
　また、公園の周囲は桜の木で囲まれ、春には色鮮
やかな桜の花が訪れる人の目を楽しませてくれま
す。

※　5月以降は、毎月15日号の中面に掲載します。


